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７．生産販売・経営成果表（１０ａ当たり、１頭（1000羽）当たり）

［生産販売］ 金額：円

販売量 A 6,750 6,300 3,050 3,520 3,200 3,520
市場単価 B 1,044 837 1,020 1,009 598 934
単位 1Kg 1Kg 1Kg 1Kg 1Kg 1Kg
主産物　　　　　 C：A＊B 7,047,000 5,273,100 3,111,000 3,551,680 1,913,600 3,287,680
補填金等 D       
副産物・作業受託料等 E       
計 F：C＋D+E 7,047,000 5,273,100 3,111,000 3,551,680 1,913,600 3,287,680
（販売経費差引） G：F-R 5,892,615 4,332,605 2,597,075 2,962,626 1,516,192 2,726,346
手取単価 G／A 873 688 852 842 474 775

種苗費 7,488 7,488 7,488 7,180 7,180 7,180
肥料費 46,700 43,944 46,700 54,968 54,968 54,968
素畜・種付費       
飼料費       
農業薬剤・診療衛生費 71,195 71,195 60,136 27,157 27,157 29,405
動力光熱費 1,639,222 580,656 19,816 459,480 11,600 459,480
諸材料費 ・敷料費 244,392 241,261 255,974 277,080 125,007 244,392
小農具費・作業衣料費 10,010 10,010 10,010 10,010 10,010 10,010
賃借料・料金       
物件税 ・公課諸負担 36,550 36,550 36,550 36,550 34,400 39,200
保険共済費 46,228 46,228 27,857 46,228 46,228 46,228
土地改良・水利費       
修繕費 341,922 254,852 176,867 254,852 140,051 251,751
減価償却費(法定耐用年数15年以下は50%償却済) 1,038,457 831,149 600,886 821,827 500,030 810,760
生産管理費 16,667 16,667 16,667 16,667 16,667 16,667
物財費計 3,498,831 2,139,999 1,258,950 2,011,999 973,298 1,970,041
労働費 I 735,000 662,500 396,875 573,750 468,750 512,500
費用計 J 4,233,831 2,802,499 1,655,825 2,585,749 1,442,048 2,482,541
副産物価額差引生産費 K:J-E 4,233,831 2,802,499 1,655,825 2,585,749 1,442,048 2,482,541
支払利子 L 102,381 87,870 67,587 85,260 58,475 84,431
支払地代 M       

N:K+L+M 4,336,212 2,890,369 1,723,412 2,671,009 1,500,522 2,566,972
自己資本利子 O 15,977 9,857 5,275 8,820 4,710 8,359
自作地地代 P 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

Q:N+O+P 4,362,189 2,910,226 1,738,687 2,689,828 1,515,232 2,585,331
選果出荷経費 265,950 248,220 120,170 138,688 126,080 138,688
運賃 148,500 138,600 67,100 77,440 70,400 77,440
手数料 739,935 553,676 326,655 372,926 200,928 345,206
計 R 1,154,385 940,496 513,925 589,054 397,408 561,334

514,403 514,403 417,786 486,439 385,333 482,541

524,054 316,745 183,100 335,388 114,697 328,220
　大動物       

　家族労働見積費 S：T＊1,250円 729,121 660,978 389,756 561,238 459,593 511,606
　雇用労働費 U*1250円 5,879 1,522 7,119 12,512 9,157 894
　労働費計 I 735,000 662,500 396,875 573,750 468,750 512,500
　家族労働時間 T 583 529 312 449 368 409
　雇用労働時間 U 5 1 6 10 7 1
　労働時間計 V 588 530 318 459 375 410

W：N－S+R+E 4,761,477 3,169,887 1,847,581 2,698,825 1,438,337 2,616,700
X：F－W 2,285,523 2,103,213 1,263,419 852,855 475,263 670,980

X/G 39 49 49 29 31 25
X/T*8時間 31,346 31,820 32,416 15,196 10,341 13,115

Y:X-O-P 2,259,546 2,083,356 1,248,144 834,035 460,552 652,621
Y/T*8時間 30,990 31,519 32,024 14,861 10,021 12,756

Q/A 646 462 570 764 474 734
(Q+R)/A 817 611 739 932 598 894

V 588 530 318 459 375 410

　建物・施設 948,751 948,751 769,297 892,822 708,289 888,924
　農機具 708,062 633,491 366,199 670,776 229,394 656,439
　大動物 0 0 0 0 0 0
　合計 1,656,813 1,582,242 1,135,496 1,563,599 937,683 1,545,363

ハウスみかん
（6月出荷型）

［費用］

［減価償却費内訳］

販売経費

全

　

算

　

入

　

生

　

産

　

費

支

払

利

子

･

支

払

地

代

算

入

生

産

費

農業総収入

項　目　／　品目名

支払利子･支払地代算入生産費

主産物

物

財

費

販売金額

農業粗収益

費

用

農業経営費（販売経費を含む）

農業所得

労働費内訳

家族労働報酬

せとか（加温）
ハウスみかん

（グリーン）
不知火（加温）

ハウスみかん

（無加温越冬完熟）

不知火
（無加温）

減価償却

内訳

全算入生産費

農業所得率

１日当たり農業所得

１日当たり家族労働報酬

【参考】[法定耐用年数に基づく(償却率100%)減価償却内訳]

単位当たり全算入生産費

単位当たり生産販売費

労働時間

［経営成果］

労働時間

内訳

減価償却

内訳

H

　建物・施設(法定耐用年数15年以下は50%償却済)

　農機具(50%償却済)

［労働費及び労働時間内訳］
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１．技術体系の特徴

人 ａ

露地びわ「なつたより」

露地びわ

早生温州動噴防除

不知火動噴防除

経営耕地面積

1 千円 4 円

2 千円 5 時間

3 千円

２．資本装備と減価償却費

数 量
所 有

割 合

耐 用

年 数

千円

3 1 14

1 1 14

1 1 24

1 1 24

10 1 15

3 1 7

3 1 25

1 1 5

1 1 4

1 1 4

1 1 7

3 1 7

1 1 7

1 1 7

1 1 7

3 1 7

3 1 7

3 1 7

農

機

具

循環扇 882

14,271計 1,216

63

暖房機 75,000kcal（30タイプ)多段サーモ含む 4,902 350

びわ選別機 重量式 100 7

換気扇 1,868 133

せん定枝粉砕機 6.3ｋｗ、1.7㎥/ｈ 602 43

トラック（普通）

選果機 ドラム式 349 25

計

動噴

刈払い機

154

41

1,804

防油堤

排気量20.６㏄ 102 7

0.35ｔ積み、4WD 1,500 188

2ｔ積み 3,500

小型運搬車 3kw、リフトダンプ付き 311 39

22L/min 11

350

47,480

103

1,305園内道 1.0m幅、部分的に舗装

合計

60

年 間

償却額

1,038M6.0×4Ｒ×42.5m

千円

取得価格

29,070

3,119

種類・規模 型式・構造・能力

7,281

130

5,279 189

6,238 260

44

コンクリートブロック

軽量鉄骨

M6.0×4Ｒ×42.5m

１人当たり年間労働時間21,360経営目標

トラック（軽）

建

物

・

施

設

加温ハウス（連棟標準型AP）

簡易ハウス

貯蔵庫33㎡

農業総収入

農業経営費

農業所得

1,034

重油タンク 1.9ｋL 1,436

作業収納舎66㎡

12,045

1,935

１日当たり農業所得28,642

想定した経営類型  びわ複合経営（びわ主体、露地動噴防除体系）

1.ハウスびわと露地びわに、露地

かんきつを組み合わせた果樹専

業経営

2.ハウスびわの品種は「長崎早

生」、「はるたより」、簡易ハウス

は「なつたより」、露地栽培は「な

つたより」と「茂木」が主体

4.みかんは堆肥ペレット入配合肥

料、中晩柑は一発肥料を使用

経営類型
家族

労働力
品目・栽培型及び規模 経営・技術の特徴

10

20

200

びわ+

かんきつ

ﾊｳｽ40ａ

露地160ａ

（動噴防除

体系）

2.5

30

簡易ハウスびわ「なつたより」

10

30

ハウスびわ一般出荷型

ハウスびわ「はるたより」

40

樹園地 200a
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３－１．技術体系（ハウスびわ：一般出荷型）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

枝誘引

５月 ﾄﾗｯｸ 1 30 30

・盃状形または、二段盃状形の低樹高仕立

てとする。

・密植園では縮間伐を行い、独立樹とする。

・立ち枝はできるだけ誘引し、低樹高化と空

間の有効利用を図る。

土壌

改良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

７/上

小型運

搬車

ﾄﾗｯｸ

2 5.5 11

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

・石灰質資材は土壌pH5.5～6.5を目標に施

用する。

・２～３年に１回を目標に樹間を部分的に軽

く中耕する。

草刈り

３月

４月

９月

刈払機 1 6 6

わら　1ロール

除草剤

散布
７月 動噴 2 2 4

除草剤

施肥

基肥

追肥

礼肥

8/下

10/中

4/下

小型運

搬車
1 6 6

配合肥料

(N：10%)240kg

・施肥量は、土壌の種類、樹勢、収量等に

よって調整する。

・施肥後、かん水する。

・年間の窒素施肥割合

    基肥  40％

    追肥  20％

    礼肥  40％

防除
薬剤散

布

1～12

月
動噴 2 15.5 31

1回の散布量

　　300～500L

・無被覆期間中の防除を徹底し、病害虫の

密度を低くする。

・ハウス内では薬害が発生しやすいので、

薬剤の選択、散布時の条件などに十分注

意する。農薬の安全使用基準を厳守する。

摘房

10/上

　～

10/下

摘らい

10/下

 ～

11/上

摘果

袋かけ

１/上

 ～

２/上

栽培技術

使用資材
作業の

種類

草生管

理

摘房

摘らい

摘果

袋かけ

果実袋

10,000枚

技術の重要事項

作業体系

60 120

15 302

2

･ 除草剤の使用は夏草雑草発生期にとど

め、雑草草生による地力向上に努める。

･ 使用薬剤、使用方法は県雑草防除基準

による。

・着房率60％とする。

・花房進度4～5の頃に、強摘らいを実施す

る。

・摘果は果実径1.0～1.5cm程度で実施す

る。

・種子数の少ない奇形果、傷果を除去し、肥

大が早く健全で揃った果実を、果房当たり3

果残す。

・袋かけ前に必ず炭そ病、灰斑病対策の薬

剤散布を行う。

・障害果防止のため樹冠上部は遮光率の

高い袋を使用する。特に、紫斑症が発生し

やすい品種は内黒袋を用いる。
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３－１．技術体系（ハウスびわ：一般出荷型）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

枝誘引

５月 ﾄﾗｯｸ 1 30 30

・盃状形または、二段盃状形の低樹高仕立

てとする。

・密植園では縮間伐を行い、独立樹とする。

・立ち枝はできるだけ誘引し、低樹高化と空

間の有効利用を図る。

土壌

改良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

７/上

小型運

搬車

ﾄﾗｯｸ

2 5.5 11

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

・石灰質資材は土壌pH5.5～6.5を目標に施

用する。

・２～３年に１回を目標に樹間を部分的に軽

く中耕する。

草刈り

３月

４月

９月

刈払機 1 6 6

わら　1ロール

除草剤

散布
７月 動噴 2 2 4

除草剤

施肥

基肥

追肥

礼肥

8/下

10/中

4/下

小型運

搬車
1 6 6

配合肥料

(N：10%)240kg

・施肥量は、土壌の種類、樹勢、収量等に

よって調整する。

・施肥後、かん水する。

・年間の窒素施肥割合

    基肥  40％

    追肥  20％

    礼肥  40％

防除
薬剤散

布

1～12

月
動噴 2 15.5 31

1回の散布量

　　300～500L

・無被覆期間中の防除を徹底し、病害虫の

密度を低くする。

・ハウス内では薬害が発生しやすいので、

薬剤の選択、散布時の条件などに十分注

意する。農薬の安全使用基準を厳守する。

摘房

10/上

　～

10/下

摘らい

10/下

 ～

11/上

摘果

袋かけ

１/上

 ～

２/上

栽培技術

使用資材
作業の

種類

草生管

理

摘房

摘らい

摘果

袋かけ

果実袋

10,000枚

技術の重要事項

作業体系

60 120

15 302

2

･ 除草剤の使用は夏草雑草発生期にとど

め、雑草草生による地力向上に努める。

･ 使用薬剤、使用方法は県雑草防除基準

による。

・着房率60％とする。

・花房進度4～5の頃に、強摘らいを実施す

る。

・摘果は果実径1.0～1.5cm程度で実施す

る。

・種子数の少ない奇形果、傷果を除去し、肥

大が早く健全で揃った果実を、果房当たり3

果残す。

・袋かけ前に必ず炭そ病、灰斑病対策の薬

剤散布を行う。

・障害果防止のため樹冠上部は遮光率の

高い袋を使用する。特に、紫斑症が発生し

やすい品種は内黒袋を用いる。
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３－１．技術体系（ハウスびわ：一般出荷型）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

栽培技術

使用資材
作業の

種類
技術の重要事項

作業体系

収穫

出荷

収穫

選別

箱詰め

出荷

３/下

 ～

 4/下

ﾄﾗｯｸ

運搬車

重量選

別機

2 88 176

収穫用かご

ｺﾝﾃﾅ

出荷用箱

・早採りに注意し、適熟に達したものから粒

採りで収穫する。その後房採りとする。

・果実が傷まないよう、毛じが落ちないよう、

取り扱いには細心の注意を払う。

芽かき

誘引

５/中

～

７/下

９/上

～

９/中

新梢誘

引

6～

 7月

外ﾌｨﾙﾑ

被覆
11/上 6 8 48

内ｶｰﾃﾝ

被覆
11/中 2 8 16

内ｶｰﾃﾝ

除去
４/上 2 3 6

外ﾌｨﾙﾑ

巻上げ
７/中 2 5 10

寒冷紗

被覆・除

去

８/上

９/中
2 5 10

温度

管理

保温

加温

換気

11/中

 ～

４/下

暖房機

換気扇

谷、ｻｲ

ﾄﾞ換気

装置

1 42 42

A重油3.2ｋｌ ・目標出荷時期に合わせた温度管理を行

う。

　                 夜温　 昼温℃

 加温～2/下   10℃    20℃

 3/上～3/下   12℃    22℃

 4/上以降　 　 14℃    23℃

・特に、収穫前の日中の高温に注意する。

・保温性のある資材の多重被覆により重油

使用量を削減し低コスト化を図る。

外ﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

7.0×45m　4本

ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

2.7×42m　4本

内ｶｰﾃﾝ

(0.075mm)：

7.0×42m　8本

3年使用

保温資材

2×108m

寒冷紗

1.8×108m

5年間使用

・開花直前の時期（10月下旬～11月上旬）

からハウス天井部のみを被覆して降雨を回

避し、腐敗果の発生を軽減する。

・開花期に天井部を被覆した場合に、ハウ

ス側面を開放しても高温により結果率の低

下が懸念される園地では、谷、妻面の開放

など降温対策を併せて実施する。

・天井ﾋﾞﾆｰﾙは7月まで被覆し、園内土壌の

過湿を防ぐ。

・夏季の高温抑制対策と花芽促進・充実を

図るため、寒冷紗を被覆する。

・芽かきは、新梢の長さが10cmの時にがん

しゅ病予防のためﾊｻﾐで除去する。

・基本的に中心枝、果こん枝のみとし、副梢

は除去する。

・こまめに新梢誘引を行い、花芽分化を促

す。

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

新梢

管理
1 3535
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３－１．技術体系（ハウスびわ：一般出荷型）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

栽培技術

使用資材
作業の

種類
技術の重要事項

作業体系

水管理 かん水
被覆期

間中

かん水

施設
1 18 18

被覆前後：十分に潅水する

　被覆～1/中（開花～結実期）

　　：5～7日間隔で5ｔ程度

　1/下～3/上（果実肥大期）

　　：5～7日間隔で10～15t

　3/中～4/下（成熟期～収穫期）

　　：3～5日間隔で5～7t

　収穫後

　　：十分に潅水する

　5～7月（花芽分化促進）

　　：10日間隔で10～20t

・特に生育期間中を通じての過湿、過乾燥

に注意する。

その他

作業道

排水溝

防風垣

風対策

他

１～

12月
1 16 16

・圃場排水に努める。

計 615



−  526 −

３－１．技術体系（ハウスびわ：一般出荷型）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

栽培技術

使用資材
作業の

種類
技術の重要事項

作業体系

水管理 かん水
被覆期

間中

かん水

施設
1 18 18

被覆前後：十分に潅水する

　被覆～1/中（開花～結実期）

　　：5～7日間隔で5ｔ程度

　1/下～3/上（果実肥大期）

　　：5～7日間隔で10～15t

　3/中～4/下（成熟期～収穫期）

　　：3～5日間隔で5～7t

　収穫後

　　：十分に潅水する

　5～7月（花芽分化促進）

　　：10日間隔で10～20t

・特に生育期間中を通じての過湿、過乾燥

に注意する。

その他

作業道

排水溝

防風垣

風対策

他

１～

12月
1 16 16

・圃場排水に努める。

計 615
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３－２．技術体系（ハウスびわ：「はるたより」）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

枝誘引

５月 ﾄﾗｯｸ 1 30 30

・盃状形または、二段盃状形の低樹高仕立

てとする。

・密植園では縮間伐を行い、独立樹とする。

・立ち枝はできるだけ誘引し、低樹高化と空

間の有効利用を図る。

土壌

改良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

７/上

小型運

搬車

ﾄﾗｯｸ

2 5.5 11

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

・石灰質資材は土壌pH5.5～6.5を目標に施

用する。

・２～３年に１回を目標に樹間を部分的に軽

く中耕する。

草刈り

３月

４月

９月

刈払機 1 6 6

わら　1ロール

除草剤

散布
７月 動噴 2 2 4

除草剤

施肥

基肥

追肥

礼肥

8/下

10/中

4/下

小型運

搬車
1 6 6

配合肥料

(N：10%)240kg

・施肥量は、土壌の種類、樹勢、収量等に

よって調整する。

・施肥後、かん水する。

・年間の窒素施肥割合

    基肥  40％

    追肥  20％

    礼肥  40％

防除
薬剤散

布

1～12

月
動噴 2 15.5 31

1回の散布量

　　300～500L

・無被覆期間中の防除を徹底し、病害虫の

密度を低くする。

・ハウス内では薬害が発生しやすいので、

薬剤の選択、散布時の条件などに十分注

意する。農薬の安全使用基準を厳守する。

摘房

10/上

　～

10/下

摘らい

10/下

 ～

11/上

摘果

袋かけ

草生管

理

･ 除草剤の使用は夏草雑草発生期にとど

め、雑草草生による地力向上に努める。

･ 使用薬剤、使用方法は県雑草防除基準

による。

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

・着房率60％とする。

・花房進度4～5の頃に、強摘らいを実施す

る。

摘果

袋かけ

１/上

 ～

２/上

2 60 120

果実袋

10,000枚

・摘果は果実径1.0～1.5cm程度で実施す

る。

・種子数の少ない奇形果、傷果を除去し、肥

大が早く健全で揃った果実を、果房当たり3

果残す。

・袋かけ前に必ず炭そ病、灰斑病対策の薬

剤散布を行う。

摘房

摘らい
2 15 30
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３－２．技術体系（ハウスびわ：「はるたより」）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

収穫

出荷

収穫

選別

箱詰め

出荷

４/上

 ～

 ４/下

ﾄﾗｯｸ

運搬車

重量選

別機

2 88 176

収穫用かご

ｺﾝﾃﾅ

出荷用箱

・早採りに注意し、適熟に達したものから粒

採りで収穫する。その後房採りとする。

・果実が傷まないよう、毛じが落ちないよう、

取り扱いには細心の注意を払う。

芽かき

誘引

５/中

～

７/下

９/上

～

９/中

新梢誘

引

6～

 7月

外ﾌｨﾙﾑ

被覆
11/上 6 8 48

内ｶｰﾃﾝ

被覆
11/中 2 8 16

内ｶｰﾃﾝ

除去
４/上 2 3 6

外ﾌｨﾙﾑ

巻上げ
７/中 2 5 10

寒冷紗

被覆・除

去

８/上

９/中
2 5 10

温度

管理

保温

加温

換気

11/中

 ～

４/下

暖房機

換気扇

谷、ｻｲ

ﾄﾞ換気

装置

1 42 42

A重油3.2ｋｌ ・目標出荷時期に合わせた温度管理を行

う。

　                 夜温　 昼温℃

 加温～2/下   10℃    20℃

 3/上～3/下   12℃    22℃

 4/上以降　 　 14℃    23℃

・特に、収穫前の日中の高温に注意する。

・保温性のある資材の多重被覆により重油

使用量を削減し低コスト化を図る。

・芽かきは、がんしゅ病予防のため新梢の

長さが10cmの時にﾊｻﾐで除去する。

・基本的に中心枝、果こん枝のみとし、副梢

は除去する。

・こまめに新梢誘引を行い、花芽分化を促

す。

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

外ﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

7.0×45m　4本

ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

2.7×42m　4本

内ｶｰﾃﾝ

(0.075mm)：

7.0×42m　8本

3年使用

保温資材

2×108m

寒冷紗

1.8×108m

5年間使用

・開花直前の時期（10月下旬～11月上旬）

からハウス天井部のみを被覆して降雨を回

避し、腐敗果の発生を軽減する。

・開花期に天井部を被覆した場合に、ハウ

ス側面を開放しても高温により結果率の低

下が懸念される園地では、谷、妻面の開放

など降温対策を併せて実施する。

・天井ﾋﾞﾆｰﾙは7月まで被覆し、園内土壌の

過湿を防ぐ。

・夏季の高温抑制対策と花芽促進・充実を

図るため、寒冷紗を被覆する。

新梢

管理
1 35 35
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３－２．技術体系（ハウスびわ：「はるたより」）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

収穫

出荷

収穫

選別

箱詰め

出荷

４/上

 ～

 ４/下

ﾄﾗｯｸ

運搬車

重量選

別機

2 88 176

収穫用かご

ｺﾝﾃﾅ

出荷用箱

・早採りに注意し、適熟に達したものから粒

採りで収穫する。その後房採りとする。

・果実が傷まないよう、毛じが落ちないよう、

取り扱いには細心の注意を払う。

芽かき

誘引

５/中

～

７/下

９/上

～

９/中

新梢誘

引

6～

 7月

外ﾌｨﾙﾑ

被覆
11/上 6 8 48

内ｶｰﾃﾝ

被覆
11/中 2 8 16

内ｶｰﾃﾝ

除去
４/上 2 3 6

外ﾌｨﾙﾑ

巻上げ
７/中 2 5 10

寒冷紗

被覆・除

去

８/上

９/中
2 5 10

温度

管理

保温

加温

換気

11/中

 ～

４/下

暖房機

換気扇

谷、ｻｲ

ﾄﾞ換気

装置

1 42 42

A重油3.2ｋｌ ・目標出荷時期に合わせた温度管理を行

う。

　                 夜温　 昼温℃

 加温～2/下   10℃    20℃

 3/上～3/下   12℃    22℃

 4/上以降　 　 14℃    23℃

・特に、収穫前の日中の高温に注意する。

・保温性のある資材の多重被覆により重油

使用量を削減し低コスト化を図る。

・芽かきは、がんしゅ病予防のため新梢の

長さが10cmの時にﾊｻﾐで除去する。

・基本的に中心枝、果こん枝のみとし、副梢

は除去する。

・こまめに新梢誘引を行い、花芽分化を促

す。

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

外ﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

7.0×45m　4本

ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

2.7×42m　4本

内ｶｰﾃﾝ

(0.075mm)：

7.0×42m　8本

3年使用

保温資材

2×108m

寒冷紗

1.8×108m

5年間使用

・開花直前の時期（10月下旬～11月上旬）

からハウス天井部のみを被覆して降雨を回

避し、腐敗果の発生を軽減する。

・開花期に天井部を被覆した場合に、ハウ

ス側面を開放しても高温により結果率の低

下が懸念される園地では、谷、妻面の開放

など降温対策を併せて実施する。

・天井ﾋﾞﾆｰﾙは7月まで被覆し、園内土壌の

過湿を防ぐ。

・夏季の高温抑制対策と花芽促進・充実を

図るため、寒冷紗を被覆する。

新梢

管理
1 35 35
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３－２．技術体系（ハウスびわ：「はるたより」）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

水管理 かん水
被覆期

間中

かん水

施設
1 18 18

被覆前後：十分に潅水する

　被覆～1/中（開花～結実期）

　　：5～7日間隔で5ｔ程度

　1/下～3/中（果実肥大期）

　　：5～7日間隔で10～15t

　3/下～４/下（成熟期～収穫期）

　　：3～5日間隔で5～7t

　収穫後

　　：十分に潅水する

　5～7月（花芽分化促進）

　　：10日間隔で10～20t

・特に生育期間中を通じての過湿、過乾燥

に注意する。

その他

作業道

排水溝

防風垣

風対策

他

１～

12月
1 16 16

・圃場排水に努める。

計 615
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３－３．技術体系（簡易ハウス「なつたより」）

：表中の作業項目以外は、露地びわ「なつたより」に準ずる。（531～532ページ参照）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

収穫

出荷

収穫

選別

箱詰め

出荷

4/下

 ～

5/中

ﾄﾗｯｸ

運搬車

重量選

別機

2 41 82

収穫用かご

ｺﾝﾃﾅ

※出荷調整は

共同選果

・「茂木」より果皮が黄色っぽく酸切れが早

いので、色合いを見ながら試食して収穫適

期を判断する。適期を過ぎると、そばかすや

裂果を生じやすい。

・果肉がやわらかく傷みやすいので、収穫、

運搬、選別時に衝撃を与えず、積み重ねな

いよう取り扱いに注意する。

外ﾌｨﾙﾑ

被覆
11/上 6 8 48

外ﾌｨﾙﾑ

巻上げ
3/上 2 5 10

寒冷紗

被覆・除

去

８/上

９/中
2 5 10

温度

管理

保温

換気

11/中

 ～

2/下

谷、ｻｲ

ﾄﾞ換気

装置

1 14 14

・夜間は０℃以上の温度管理を行う。特に、

降雪時は必ず暖房して融雪を促す。

・晴天日は谷やサイドを開けて20℃以上に

ならないようにする。

計 400

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

・１房当り３果に摘果し、３L以上の大玉生

産を目指す。

・渋み果が疑われる早花果や細長い果実な

どの奇形果は、必ず摘果して除去する。

・袋かけ前に必ず炭そ病、灰斑病対策の薬

剤散布を行う。

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

外ﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

7.0×45m　4本

ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

2.7×42m　4本

3年使用

寒冷紗

1.8×42m　8本

5年間使用

・開花直前の時期（10月下旬～11月上旬）

からハウス天井部のみを被覆して降雨を回

避し、腐敗果の発生を軽減する。

・開花期に天井部を被覆した場合に、ハウ

ス側面を開放しても高温により結果率の低

下が懸念される園地では、降温対策を併せ

て実施する。

・寒害の恐れがなくなる3月上旬に天井ﾋﾞ

ﾆｰﾙを除去し、露地状態に戻す。

摘果

袋かけ

摘果

袋かけ

2/下

～

3/上

1 100 100

果実袋

10,000枚
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３－３．技術体系（簡易ハウス「なつたより」）

：表中の作業項目以外は、露地びわ「なつたより」に準ずる。（531～532ページ参照）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

収穫

出荷

収穫

選別

箱詰め

出荷

4/下

 ～

5/中

ﾄﾗｯｸ

運搬車

重量選

別機

2 41 82

収穫用かご

ｺﾝﾃﾅ

※出荷調整は

共同選果

・「茂木」より果皮が黄色っぽく酸切れが早

いので、色合いを見ながら試食して収穫適

期を判断する。適期を過ぎると、そばかすや

裂果を生じやすい。

・果肉がやわらかく傷みやすいので、収穫、

運搬、選別時に衝撃を与えず、積み重ねな

いよう取り扱いに注意する。

外ﾌｨﾙﾑ

被覆
11/上 6 8 48

外ﾌｨﾙﾑ

巻上げ
3/上 2 5 10

寒冷紗

被覆・除

去

８/上

９/中
2 5 10

温度

管理

保温

換気

11/中

 ～

2/下

谷、ｻｲ

ﾄﾞ換気

装置

1 14 14

・夜間は０℃以上の温度管理を行う。特に、

降雪時は必ず暖房して融雪を促す。

・晴天日は谷やサイドを開けて20℃以上に

ならないようにする。

計 400

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

・１房当り３果に摘果し、３L以上の大玉生

産を目指す。

・渋み果が疑われる早花果や細長い果実な

どの奇形果は、必ず摘果して除去する。

・袋かけ前に必ず炭そ病、灰斑病対策の薬

剤散布を行う。

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

外ﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

7.0×45m　4本

ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

2.7×42m　4本

3年使用

寒冷紗

1.8×42m　8本

5年間使用

・開花直前の時期（10月下旬～11月上旬）

からハウス天井部のみを被覆して降雨を回

避し、腐敗果の発生を軽減する。

・開花期に天井部を被覆した場合に、ハウ

ス側面を開放しても高温により結果率の低

下が懸念される園地では、降温対策を併せ

て実施する。

・寒害の恐れがなくなる3月上旬に天井ﾋﾞ

ﾆｰﾙを除去し、露地状態に戻す。

摘果

袋かけ

摘果

袋かけ

2/下

～

3/上

1 100 100

果実袋

10,000枚
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３－４．技術体系（露地びわ「なつたより」）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

枝誘引

６/中

～下

９/中

ﾄﾗｯｸ 1 20 20

・密植園では収穫直後に間伐する。

・二段盃状形に改造する場合は、20年生以

下で樹勢の良い樹を3～4年かけて行う。

・9月の芽かきは、必要に応じて行う。

土壌

改良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

７/中

小型運

搬車

ﾄﾗｯｸ

2 5.5 11

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

・石灰質資材は土壌pH5.5～6.5を目標に施

用する。

・石灰質資材と肥料の施用間隔は2週間以

上あける。

・２～３年に１回を目標に樹間を部分的に軽

く中耕する。

草刈り

４月

６月

９月

刈払機 1 6 6

わら　1ロール

除草剤

散布
７月 動噴 2 2 4

除草剤

施肥

基肥

寒肥

礼肥

８/中

10/下

 

６/上
小型運

搬車
1 6 6

配合肥料

(N：10%)220kg

・施肥量は、土壌の種類、樹勢、収量等に

よって調整する。

・施肥後、乾燥している場合はかん水する。

・年間の窒素施肥割合

    基肥  50％

    寒肥  20％

    礼肥  30％

防除
薬剤散

布

1～12

月
動噴 2 12 24

1回の散布量

　　300～500L

・病害虫発生予察情報に注意し、適期防除

に努める。

・特に、開花期～落弁期の防除を徹底し、

果実腐敗対策に取り組む。

・農薬の安全使用基準を徹底する。

摘房 10/上

摘らい 10/下

・「なつたより」は着房率70％とする。

・摘房は、寒害のない地帯は秋主体に、寒

害のおそれがある地帯では春主体に行う。

・開花が早く寒害が心配な場合は、花房を

多めに残す。

・出らいの早い花房は寒害対策のため花房

進度2～3の頃に上部1/2摘らいを実施す

る。

・その他花房は、花房の下５段程度を除去

し、中央部～上部に着果させた方が袋かけ

しやすい。

摘房

摘らい
1 20 20

草生管

理

･ 除草剤の使用は夏草雑草発生期にとど

め、雑草草生による地力向上に努める。

･ 使用薬剤、使用方法は県雑草防除基準

による。

栽培技術

使用資材
作業の

種類
技術の重要事項

作業体系
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３－４．技術体系（露地びわ「なつたより」）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

栽培技術

使用資材
作業の

種類
技術の重要事項

作業体系

収穫

出荷

収穫

選別

箱詰め

出荷

5/上

 ～

5/下

ﾄﾗｯｸ

運搬車

重量選

別機

2 41 82

収穫用かご

ｺﾝﾃﾅ

※出荷調整は

共同選果

・「茂木」より果皮が黄色っぽく酸切れが早

いので、色合いを見ながら試食して収穫適

期を判断する。適期を過ぎると、そばかすや

裂果を生じやすい。

・果肉がやわらかく傷みやすいので、収穫、

運搬、選別時に衝撃を与えず、積み重ねな

いよう取り扱いに注意する。

新梢管

理

芽かき

誘引

６/中

～下

７/中

　～

８/上

９/中

～下

1 35 35

・誘引した後に充実した果こん枝を2本残し

て芽かきをする。

・基本的に中心枝、果こん枝のみとし、副梢

は除去する。

・がんしゅ病予防のため新梢の長さが10cm

の時にﾊｻﾐで除去する。

その他

作業道

排水溝

防風垣

風対策

他

１～

12月
1 10 10

計 318

摘果

袋かけ

摘果

袋かけ

3/上

～

3/中

・寒波の襲来がなくなり、凍死果の判断がつ

くようになったら摘果して袋をかける。

・１房当り３果に摘果し、３L以上の大玉生

産を目指す。

・袋かけ前に必ず炭そ病、灰斑病対策の薬

剤散布を行う。

1 100 100

果実袋

10,000枚
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３－４．技術体系（露地びわ「なつたより」）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

栽培技術

使用資材
作業の

種類
技術の重要事項

作業体系

収穫

出荷

収穫

選別

箱詰め

出荷

5/上

 ～

5/下

ﾄﾗｯｸ

運搬車

重量選

別機

2 41 82

収穫用かご

ｺﾝﾃﾅ

※出荷調整は

共同選果

・「茂木」より果皮が黄色っぽく酸切れが早

いので、色合いを見ながら試食して収穫適

期を判断する。適期を過ぎると、そばかすや

裂果を生じやすい。

・果肉がやわらかく傷みやすいので、収穫、

運搬、選別時に衝撃を与えず、積み重ねな

いよう取り扱いに注意する。

新梢管

理

芽かき

誘引

６/中

～下

７/中

　～

８/上

９/中

～下

1 35 35

・誘引した後に充実した果こん枝を2本残し

て芽かきをする。

・基本的に中心枝、果こん枝のみとし、副梢

は除去する。

・がんしゅ病予防のため新梢の長さが10cm

の時にﾊｻﾐで除去する。

その他

作業道

排水溝

防風垣

風対策

他

１～

12月
1 10 10

計 318

摘果

袋かけ

摘果

袋かけ

3/上

～

3/中

・寒波の襲来がなくなり、凍死果の判断がつ

くようになったら摘果して袋をかける。

・１房当り３果に摘果し、３L以上の大玉生

産を目指す。

・袋かけ前に必ず炭そ病、灰斑病対策の薬

剤散布を行う。

1 100 100

果実袋

10,000枚
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３－５．技術体系（露地びわ）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

枝誘引

６/中

～下

９/中

ﾄﾗｯｸ 1 20 20

・密植園では収穫直後に間伐する。

・二段盃状形に改造する場合は、20年生以

下で樹勢の良い樹を3～4年かけて行う。

・9月の芽かきは、必要に応じて行う。

土壌

改良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

７/中

小型運

搬車

ﾄﾗｯｸ

2 5.5 11

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

・石灰質資材は土壌pH5.5～6.5を目標に施

用する。

・石灰質資材と肥料の施用間隔は2週間以

上あける。

・２～３年に１回を目標に樹間を部分的に軽

く中耕する。

草刈り

４月

６月

９月

刈払機 1 6 6

わら　1ロール

除草剤

散布
７月 動噴 2 2 4

除草剤

施肥

基肥

寒肥

礼肥

８/中

10/下

 

６/上
小型運

搬車
1 6 6

配合肥料

(N：10%)220kg

・施肥量は、土壌の種類、樹勢、収量等に

よって調整する。

・施肥後、乾燥している場合はかん水する。

・年間の窒素施肥割合

    基肥  50％

    寒肥  20％

    礼肥  30％

防除
薬剤散

布

1～12

月
動噴 2 12 24

1回の散布量

　　300～500L

・病害虫発生予察情報に注意し、適期防除

に努める。

・特に、開花期～落弁期の防除を徹底し、

果実腐敗対策に取り組む。

・農薬の安全使用基準を徹底する。

摘房 10/中

摘らい 11/上

作業の

種類

草生管

理

技術の重要事項

作業体系

･ 除草剤の使用は夏草雑草発生期にとど

め、雑草草生による地力向上に努める。

･ 使用薬剤、使用方法は県雑草防除基準

による。

・「茂木」は着房率70％とするが、樹勢に応

じて調整する。

・摘房は、寒害のない地帯は秋主体に、寒

害のおそれがある地帯では春主体に行う。

・摘らいは、花房の下３段くらいと上部を摘

除し、中４段を残す。

栽培技術

使用資材

20 201
摘房

摘らい
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３－５．技術体系（露地びわ）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類
技術の重要事項

作業体系栽培技術

使用資材

収穫

出荷

収穫

選別

箱詰め

出荷

5/中

 ～

6/上

ﾄﾗｯｸ

運搬車

重量選

別機

2 58.5 117

収穫用かご

ｺﾝﾃﾅ

・熟期を見て、適期に収穫する。

・果実が傷まないよう、毛じが落ちないよう、

取り扱いは細心の注意を払う。

・箱には必ず満杯詰めとする。

新梢管

理

芽かき

誘引

６/中

～下

７/中

～下

1 27 27

・芽かきは、がんしゅ病予防のため新梢の

長さが10cmの時にﾊｻﾐで除去する。

・基本的に中心枝、果こん枝のみとし、副梢

は除去する。

・こまめに新梢誘引を行い、花芽分化を促

す。

その他

作業道

排水溝

防風垣

風対策

他

１～

12月
1 10 10

計 345

３－６．技術体系（早生温州）：かんきつ専業Ⅰに準ずる。（476～477ページ参照）

※ただし防除および収穫出荷の項は、かんきつ専業Ⅱを参照

３－７．技術体系（不知火）：かんきつ専業Ⅰに準ずる。（482～483ページ参照）

※ただし防除および収穫出荷の項は、かんきつ専業Ⅱを参照

100

・寒波の襲来がなくなり、凍死果の判断がつ

くようになったら摘果して袋をかける。

・一房当りの果数の目安

　　　3果/房

・袋かけ前に必ず炭そ病、灰斑病対策の薬

剤散布を行う。

果実袋

10,000枚

摘果

袋かけ
100

摘果

袋かけ

3/中

～

3/下

1
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３－５．技術体系（露地びわ）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類
技術の重要事項

作業体系栽培技術

使用資材

収穫

出荷

収穫

選別

箱詰め

出荷

5/中

 ～

6/上

ﾄﾗｯｸ

運搬車

重量選

別機

2 58.5 117

収穫用かご

ｺﾝﾃﾅ

・熟期を見て、適期に収穫する。

・果実が傷まないよう、毛じが落ちないよう、

取り扱いは細心の注意を払う。

・箱には必ず満杯詰めとする。

新梢管

理

芽かき

誘引

６/中

～下

７/中

～下

1 27 27

・芽かきは、がんしゅ病予防のため新梢の

長さが10cmの時にﾊｻﾐで除去する。

・基本的に中心枝、果こん枝のみとし、副梢

は除去する。

・こまめに新梢誘引を行い、花芽分化を促

す。

その他

作業道

排水溝

防風垣

風対策

他

１～

12月
1 10 10

計 345

３－６．技術体系（早生温州）：かんきつ専業Ⅰに準ずる。（476～477ページ参照）

※ただし防除および収穫出荷の項は、かんきつ専業Ⅱを参照

３－７．技術体系（不知火）：かんきつ専業Ⅰに準ずる。（482～483ページ参照）

※ただし防除および収穫出荷の項は、かんきつ専業Ⅱを参照

100

・寒波の襲来がなくなり、凍死果の判断がつ

くようになったら摘果して袋をかける。

・一房当りの果数の目安

　　　3果/房

・袋かけ前に必ず炭そ病、灰斑病対策の薬

剤散布を行う。

果実袋

10,000枚

摘果

袋かけ
100

摘果

袋かけ

3/中

～

3/下

1
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４．品目の作付体系

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ハウスびわ

（一般出荷型）
　　　 ↑

摘果

↑

袋かけ

■◆ ■◆ ↑
せん定・施肥

↑

芽かき

∪ ↑

施肥

　  ◎↑
    ※

摘房摘蕾

    追肥

∩　　※ ⇒

ハウスびわ

「はるたより」
　　　 ↑

摘果

↑

袋かけ

■◆■ ◆↑
せん定・施肥

↑

芽かき

∪ ↑

施肥

　  ◎↑
    ※

摘房摘蕾

    追肥

∩　　※ ⇒

簡易ハウスびわ

「なつたより」

（無加温）

↑　　↑

　　　摘果

∪

袋かけ

■ ◆■◆↑

　　　せん定・ 施肥

↑

土壌改良

芽かき
施肥

　  ◎↑
※

摘房摘蕾

施肥

∩　　※

びわ「なつたより」

（露地）

↑
↑

摘果

袋かけ

■◆■◆ ↑
せん定・施肥

        ↑

土壌改良

芽かき
施肥

　◎　↑
※

摘房摘蕾

施肥

※

びわ

（露地）

　

　

  　　　↑
↑

　　摘果

　　袋かけ

■◆ ■◆↑
せん定・施肥

↑

土壌改良

芽かき
施肥

　◎　↑ ※

摘房

施肥

摘蕾

※

早生温州

（マルチ） 土壌改良

　

　せん定 　春肥

↑

　　草刈

※　↓

　　　　夏肥

↓ ☆ ■◆■◆

　　　　秋肥

不知火

（露地）

■ 　　　◆■

土壌改良

　　◆

せん定

　　　　春肥

↑

　　草刈

　※　↓ ↓

　　摘果
　枝つり ☆

注）生育ステージ記号　↑：発芽　◎：出蕾　※：開花　↓：生理落果　☆：着色始め　■：収穫　◆：出荷　

∩∪：ビニール被覆・除去　⇒：加温開始

マルチ被覆

摘果
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５
．
作
業
別
・
旬
別
労
働
時
間
（
1
0
ａ
当
た
り
時
間
）

1
）
ハ
ウ
ス
び
わ
（
一
般
型
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計

間
伐
せ
ん
定

1
0

2
0

3
0

土
壌
改
良

1
1

1
1

草
生
管
理

2
2

4
2

1
0

施
肥

2
2

2
6

防
除

2
2

2
3

2
2

2
3

2
2

2
3

2
2

3
1

摘
房
、
摘
ら
い

1
0

1
0

1
0

3
0

摘
果
袋
か
け

3
0

4
0

3
0

2
0

1
2
0

収
穫
出
荷

3
0

4
0

5
0

5
6

1
7
6

芽
か
き
誘
引

5
5

4
4

3
3

3
2

3
3

3
5

被
覆
、
除
去

6
1
0

6
4

4
8

1
6

9
0

温
度
管
理

2
2

2
2

3
3

3
3

3
3

3
3

2
2

2
2

2
4
2

水
管
理

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

2
1

1
1

1
1
8

そ
の
他

2
2

2
2

2
2

2
2

1
6 0

計
3
5

4
3

3
3

2
3

4
4

4
6

3
4

5
2

5
6

6
2

1
4

2
6

5
9

6
7

2
2

1
7

2
6

5
2

7
9

2
1
2

2
1
2

6
1

2
0

2
5

3
3

月
計

２
）
ハ
ウ
ス
び
わ
「
は
る
た
よ
り
」

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計

間
伐
せ
ん
定

1
0

2
0

3
0

土
壌
改
良

1
1

1
1

草
生
管
理

2
2

4
2

1
0

施
肥

2
2

2
6

防
除

2
2

2
3

2
2

2
3

2
2

2
3

2
2
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７．生産販売・経営成果表（１０ａ当たり、１頭（1000羽）当たり）

［生産販売］ 金額：円

販売量 A 1,482 1,710 1,035 840 750 3,000 3,334
市場単価 B 2,164 2,164 1,769 1,359 1,301 285 391
単位 1Kg 1Kg １Kg 1Kg 1Kg 1Kg 1Kg
主産物　　　　　 C：A＊B 3,207,697 3,700,440 1,830,915 1,141,560 975,750 854,915 1,303,438
補填金等 D       
副産物・作業受託料等 E       
計 F：C＋D+E 3,207,697 3,700,440 1,830,915 1,141,560 975,750 854,915 1,303,438
（販売経費差引） G：F-R 2,284,788 2,635,760 1,201,795 674,329 567,896 580,967 961,894
手取単価 G／A 1,541 1,541 1,161 803 757 194 289

種苗費 5,070 5,070 3,689 3,689 5,070 7,488 9,448
肥料費 96,763 96,763 54,648 54,648 52,523 47,943 53,021
素畜・種付費        
飼料費        
農業薬剤・診療衛生費 43,790 43,790 37,132 37,132 37,132 45,757 55,838
動力光熱費 293,104 293,104 5,715 8,619 8,619 9,068 10,918
諸材料費 ・敷料費 342,638 342,638 193,731 91,597 88,429 50,876 35,376
小農具費・作業衣料費 2,998 2,998 2,998 2,998 2,998 2,998 2,998
賃借料・料金        
物件税 ・公課諸負担 10,750 10,750 10,750 10,750 10,750 10,750 10,750
保険共済費 45,576 45,576 35,602 8,745 8,745 1,044  
土地改良・水利費        
修繕費 194,069 199,519 67,024 14,232 16,842 16,284 16,284
減価償却費(法定耐用年数15年以下は50%償却済) 622,558 639,845 240,632 52,091 60,791 58,220 58,220
生産管理費 5,000 5,000 4,900 5,000 5,000 5,000 5,000
物財費計 1,662,315 1,685,051 656,820 289,501 296,898 255,428 257,853
労働費 I 768,750 768,750 500,000 397,500 431,250 250,625 278,750
費用計 J 2,431,065 2,453,801 1,156,820 687,001 728,148 506,053 536,603
副産物価額差引生産費 K:J-E 2,431,065 2,453,801 1,156,820 687,001 728,148 506,053 536,603
支払利子 L 68,597 70,557 30,327 3,931 5,236 4,708 4,708
支払地代 M    1,500 1,000 1,000 1,000

N:K+L+M 2,499,662 2,524,358 1,187,147 692,432 734,384 511,762 542,312
自己資本利子 O 9,043 9,070 4,581 3,175 3,337 2,239 2,392
自作地地代 P 10,000 10,000 10,000 7,000 8,000 8,000 8,000

Q:N+O+P 2,518,705 2,543,428 1,201,728 702,607 745,721 522,001 552,704
選果出荷経費 393,402 453,834 302,324 238,167 207,900 118,188 131,344
運賃 192,699 222,300 134,550 109,200 97,500 65,993 73,339
手数料 336,808 388,546 192,246 119,864 102,454 89,766 136,861
計 R 922,910 1,064,680 629,120 467,231 407,854 273,948 341,544

409,585 421,406 208,034 19,493 28,193 23,843 23,843

212,973 218,439 32,598 32,598 32,598 34,378 34,378
　大動物        

　家族労働見積費 S：T＊1,250円 624,232 624,232 387,415 274,018 288,119 197,907 227,861
　雇用労働費 U*1250円 144,518 144,518 112,585 123,482 143,131 52,718 50,889
　労働費計 I 768,750 768,750 500,000 397,500 431,250 250,625 278,750
　家族労働時間 T 499 499 310 219 230 158 182
　雇用労働時間 U 116 116 90 99 115 42 41
　労働時間計 V 615 615 400 318 345 201 223

W：N－S+R+E 2,798,340 2,964,807 1,428,852 885,645 854,119 587,803 655,995
X：F－W 409,357 735,633 402,063 255,915 121,631 267,112 647,443

X/G 18 28 33 38 21 46 67
X/T*8時間 6,558 11,785 10,378 9,339 4,222 13,497 28,414

Y:X-O-P 390,314 716,563 387,482 245,740 110,294 256,873 637,051
Y/T*8時間 6,253 11,479 10,002 8,968 3,828 12,979 27,958

Q/A 1,699 1,487 1,161 836 994 174 166
(Q+R)/A 2,322 2,110 1,769 1,393 1,538 265 268

V 615 615 400 318 345 201 223

　建物・施設 786,035 809,263 396,576 19,493 36,893 28,193 28,193
　農機具 425,946 436,878 65,196 65,196 65,196 68,755 68,755
　大動物 0 0 0 0 0 0 0
　合計 1,211,981 1,246,142 461,772 84,689 102,089 96,948 96,948

減価償却

内訳

【参考】[法定耐用年数に基づく(償却率100%)減価償却内訳]

支払利子･支払地代算入生産費

全算入生産費

農業所得率

農業経営費（販売経費を含む）

農業所得

労働時間

家族労働報酬

１日当たり農業所得

単位当たり全算入生産費

単位当たり生産販売費

［経営成果］

労働時間

内訳

不知火

動噴防除

ハウスびわ

「はるたより」

［費用］

［減価償却費内訳］

［労働費及び労働時間内訳］

減価償却

内訳

H

販売経費

露地びわ
簡易ハウス

びわ「なつたより」

露地びわ

「なつたより」
項　目　／　品目名 早生温州

動噴防除

ハウスびわ

一般出荷型

１日当たり家族労働報酬

販売金額

農業総収入

農業粗収益

費

用

　建物・施設(法定耐用年数15年以下は50%償却済)

　農機具(50%償却済)

労働費内訳

全

　

算

　

入

　

生

　

産

　

費

支

払

利

子

･

支

払

地

代

算

入

生

産

費

物

財

費

主産物
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